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	処分の概要
	景観重要樹木の現状変更の許可

	法令名
根拠条項
	景観法　第31条第1項

	法令番号
	平成16年法律第110号

	【基準】
　法第31条の規定による。
　(現状変更の規制)
第31条　何人も、景観行政団体の長の許可を受けなければ、景観重要樹木の伐採又は移植をしてはならない。ただし、通常の管理行為、軽易な行為その他の行為で政令で定めるもの及び非常災害のため必要な応急措置として行う行為については、この限りでない。
2　第22条第2項から第4項までの規定は、前項の許可について準用する。この場合において、同条第2項及び第3項中「景観重要建造物」とあるのは、「景観重要樹木」と読み替えるものとする。

　景観法運用指針(平成16年12月国土交通省・農林水産省・環境省、令和4年3月28日改正)参照

③現状変更に対する許可等
1)景観重要樹木は、景観行政団体の長の許可を受けなければ、当該景観重要樹木の伐採又は移植を行うことができないこととされている。これは、景観重要樹木としての良好な景観の保全を図るための措置であることから、その趣旨を踏まえて適切な運用を図るべきである。
2)法第31条の許可の取り扱いについては、現状変更の必要性、公共性にも配慮して許可を行うとともに、やむを得ない場合には、法第35条第2項の｢公益上の理由その他特別な理由｣による指定の解除を行うことが考えられる。
3)令第15条各号に掲げる通常の管理行為、軽易な行為その他の行為のうち、同条第1号ロに掲げる「危険な樹木の伐採」とは、枝枯れ等により落枝のおそれがあり放置すれば危険な場合などに行う樹木の伐採という趣旨である。
4)景観重要樹木の所有者は、法第33条第1項に基づき景観重要樹木の良好な景観が損なわれないよう適切に管理する義務を負うものであることから、この義務に明らかに違反する内容の許可の申請、又は補償金目あての行為である等社会通念上景観重要樹木を指定した趣旨に著しく反すると認められる許可の申請については、許可されないものであり、許可されない場合であっても、法第32条第2項において準用する法第24条第1項に定める「通常生ずべき損失」には該当しないと考えられる。

(※)景観法施行令
(許可を要しない景観重要樹木に係る通常の管理行為、軽易な行為その他の行為)
第十五条　法第三十一条第一項ただし書の政令で定める行為は、次に掲げる行為とする。
　一　次に掲げる樹木の伐採
イ　枝打ち、整枝その他樹木の保育のために通常行われる樹木の伐採
ロ　危険な樹木の伐採
　二　法第三十三条第二項の条例で定める管理の方法の基準に適合する行為
　三　管理協定に基づく行為
　四　前三号に掲げるもののほか、法令又はこれに基づく処分による義務の履行として行う行為

(※)景観法
(現状変更の規制)
第二十二条　
2　景観行政団体の長は、前項の許可の申請があった場合において、その申請に係る行為が当該景観重要建造物の良好な景観の保全に支障があると認めるときは、同項の許可をしてはならない。
3　景観行政団体の長は、第一項の許可の申請があった場合において、当該景観重要建造物の良好な景観の保全のため必要があると認めるときは、許可に必要な条件を付することができる。
4　第一項の規定にかかわらず、国の機関又は地方公共団体が行う行為については、同項の許可を受けることを要しない。この場合において、当該国の機関又は地方公共団体は、その行為をしようとするときは、あらかじめ、景観行政団体の長に協議しなければならない。

	標準処理期間
	過去に事例がないため、未設定。

	備考
	

	


	設定年月日
	平成24年10月1日
	最終変更年月日
	令和5年7月1日
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